
変更前 変更後
①次に掲げるいずれかのものが付着、封入、塗布されていないもの、又は染みこんでいないもの。 ①次に掲げるいずれかのものが付着、封入、塗布されているもの、又は染みこんでいるものは受入れ

   出来ません。

　・毒物及び劇物取締法第２条に規定する毒物、劇物及び特定毒物 　・毒物及び劇物取締法第２条に規定する毒物、劇物及び特定毒物

　・農薬取締法第１条の２に規定する農薬 　・農薬取締法第１条の２に規定する農薬

　・ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ） 　・ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ）

②環境保全、埋立作業及び焼却処理に支障をきたすおそれのない産業廃棄物 ②環境保全、埋立作業及び焼却処理に支障をきたすおそれのある産業廃棄物は受入れ出来ません。

　　例えば、次のものは受入できません。 　　例えば、次のもの

　　　・排水処理又は排ガス処理に支障をきたすもの 　　　・排水処理又は排ガス処理に支障をきたすもの

　　　・発火物、引火物、爆発物、発色物及び発熱するもの 　　　・発火物、引火物、爆発物、発色物及び発熱するもの

　　　・危険性のあるガスを発生するもの 　　　・危険性のあるガスを発生するもの

　　　・他の廃棄物との混合、水との混合により、上記３項目に該当するもの 　　　・他の廃棄物との混合・水との混合・大気との接触等により、上記３項目に該当するもの

　　　・搬入時の温度が、４０℃を超えるもの 　　　・搬入時の温度が、４０℃を超えているもの

　　　・著しく飛散性を有するもの 　　　・著しく飛散性を有するもの（飛散防止の措置を講じてあるものは除く）

　　　・腐敗性又は揮発性のあるもの 　　　・腐敗性又は揮発性のあるもの

　　　・油膜発生のあるもの 　　　・油膜発生のあるもの

③産業廃棄物の有害物質についての溶出試験結果が次の「産業廃棄物に係る有害物質の判定基準表」 ③産業廃棄物の有害物質についての溶出試験結果が、表-３「産業廃棄物に係る有害物質の判定基準表」

　に掲げる受入基準に適合すること。 　に掲げる受入基準に適合すること。

共通受入基準新旧対照表

共通受入基準



①熱灼減量10％以下（活性炭等の熱分解残渣物を除く） ①熱しゃく減量10％以下（活性炭等の熱分解残渣物を除く）

②ｎ-ヘキサン抽出物質量5％以下 ②ｎ-ヘキサン抽出物質量5％以下

③大気中に飛散しないよう加湿、袋詰め等必要な措置を講じてあること

①無機性のもの ①無機性のもの

②ｎ-ヘキサン抽出物質量5％以下 ②ｎ-ヘキサン抽出物質量5％以下

③含水率（水分含有率）85％以下 ③含水率（水分含有率）85％以下

④大気中に飛散しないよう加湿、袋詰め等必要な措置を講じてあること

①ｎ-ヘキサン抽出物質量5％以下 ①ｎ-ヘキサン抽出物質量5％以下

②最大径15ｃｍ以下 ②最大径概ね50ｃｍ以下

①最大径15ｃｍ以下 ①最大径概ね15ｃｍ以下

②中空比0.5以下 ②中空の状態でないこと

①最大径15ｃｍ以下 ①最大径概ね15ｃｍ以下

②中空比0.5以下 ②中空の状態でないこと

①最大径15ｃｍ以下 ①最大径概ね50ｃｍ以下

②中空比0.5以下 ②中空の状態でないこと

③大気中に飛散しないよう加湿、袋詰め等必要な措置を講じてあること

①最大径15ｃｍ以下 ①最大径概ね50ｃｍ以下

②中空比0.5以下 ②中空の状態でないこと

③大気中に飛散しないよう加湿、袋詰め等必要な措置を講じてあること

①最大径50ｃｍ以下 ①最大径概ね50ｃｍ以下

②中空比0.5以下 ②中空の状態でないこと

③大気中に飛散しないよう加湿、袋詰め等必要な措置を講じてあること

①最大径50ｃｍ以下 ①最大径概ね50ｃｍ以下

②中空比0.5以下 ②中空の状態でないこと

③大気中に飛散しないよう加湿、袋詰め等必要な措置を講じてあること

①ｎ-ヘキサン抽出物質量5％以下 ①ｎ-ヘキサン抽出物質量5％以下

②加湿、梱包等の飛散防止措置を講じてあること ②大気中に飛散しないよう加湿、袋詰め等必要な措置を講じてあること

①最大径50ｃｍ以下 ①最大径概ね50ｃｍ以下

②中空比0.5以下 ②中空の状態でないこと

③大気中に飛散しないよう加湿、袋詰め等必要な措置を講じてあること

①ｎ-ヘキサン抽出物質量5％以下 ①ｎ-ヘキサン抽出物質量5％以下

②最大径15ｃｍ以下 ②最大径概ね15ｃｍ以下

③沈水すること ③沈水すること

廃棄物別受入基準新旧対照表

産業廃棄物処理物

燃　え　殻

産業廃棄物を処分するために
処理したもの（13号廃棄物）

自動車等破砕物

汚泥

ゴムくず

廃プラスチック類

燃え殻

埋
　
　
　
立

廃　　　油
（タールピッチ類に限る）

汚　　　泥

ばいじん

がれき類

鉱さい 鉱　さ　い

ば　い　じ　ん

変更前

自動車等破砕物

が　れ　き　類

金属くず

廃油

ガラスくず
コンクリートくず
及び陶磁器くず

金　属　く　ず

変更後

廃プラスチック類

ガラスくず
コンクリートくず
及び陶磁器くず

ゴ　ム　く　ず



①最大径50ｃｍ以下 ①袋の大きさは原則中袋(650×850ｍｍ)以下の専用袋を使用すること

②中空比0.5以下 ②固型化、薬剤による安定化その他これらに準ずる措置を講じた後、

③固形化、薬剤による安定化その他これらに準ずる措置を講じた後、 　二重袋詰めとすること

　二重袋詰めとすること

①最大長概ね3ｍ以下

②粉末状や小片は袋詰めとする 廃プラスチック類

③筒状のものは最大径概ね50ｃｍ以下 ガラスくず ①最大長概ね3ｍ以下

①最大長概ね3ｍ以下 コンクリートくず ②粉末状や小片は袋詰めとする

②粉末状や小片は袋詰めとする 及び陶磁器くず ③筒状のものは内径500ｍｍ以下

①最大長概ね3ｍ以下 がれき類

②粉末状や小片は袋詰めとする

③筒状のものは最大径概ね50ｃｍ以下

①特別管理産業廃棄物は除く ①特別管理産業廃棄物は除く

②石綿含有産業廃棄物は除く ②石綿含有産業廃棄物は除く

③含水率（水分含有率）85％以下 ③含水率（水分含有率）85％以下

④バラ積みとすること ④バラ積みとすること

①最大径概ね80ｃｍ以下

①最大径80ｃｍ以下 　（畳については一畳のままでも可能。ただし、中間処理業者が中間処理

②金属片等の異物は除去されていること 　として受けたものは除く。）

③石綿含有産業廃棄物は除く ②金属片等の異物は除去されていること

④破砕困難物を除く ③石綿含有産業廃棄物は除く

④破砕困難物を除く

①～④に加え 上記①～④に加え

⑤ＣＣＡ（クロム・銅・砒素化合物系木材防腐剤）処理木材は除く ⑤ＣＣＡ（クロム・銅・砒素化合物系木材防腐剤）処理木材は除く

⑥パレット、足場板については最大長1.3ｍ以下 ⑥パレット、足場板については最大長1.3ｍ以下

（注1）算定方法：ｎ-ヘキサン抽出物質量は乾物比とする。

　　　　　　　　 中空比は、全体積に対する中空部体積の比とする。

（注2）混合廃棄物は、含まれる廃棄物それぞれの受入基準を適用する。

（注3）ダンプアウト時に飛散する可能性がある場合は、加湿等の措置をとること。 （注3）荷降ろし時に飛散する可能性がある場合は、加湿、袋詰め等の措置をとること。

　　　 袋詰めの場合は、透明のポリ袋を使用すること。（半透明のポリ袋・土のう袋・フレコンバッグは不

       可）

（注4）産業廃棄物（業種指定）については「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」第2条第4項及び「同法施 （注4）産業廃棄物（業種指定）については「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」第2条第4項及び「同法施

       行令」第2条参照 　　 　行令」第2条参照

紙くず（業種指定）

繊維くず（業種指定）

ガラスくず
コンクリートくず
及び陶磁器くず

汚　　泥

特別管理産業廃棄物

飛
散
性
の

あ
る
廃
石
綿
等

ゴムくず

廃プラスチック類

木くず（業種指定）

特別管理産業廃棄物 飛散性のある廃石綿

がれき類 石綿含有産業廃棄物

石
綿
含
有

産
業
廃
棄
物

埋
　
　
　
立

廃プラスチック類 石綿含有産業廃棄物

木くず（業種指定）

（注2）混合廃棄物は、含まれる廃棄物それぞれの受入基準を適用する。

廃プラスチック類

（注1）算定方法：ｎ-ヘキサン抽出物質量は乾物比とする。

焼
　
　
　
却

汚　　泥

紙くず（業種指定）

繊維くず（業種指定）

ゴ　ム　く　ず

石綿含有産業廃棄物



搬入に当たっての注意事項新旧対照表 

変更前 変更後 
１）共通事項 

  下記事項を遵守し、事業団の産業廃棄物処理処分事業の適正、安全かつ円滑な運営に御協力くだ

さい。 

 (1) 産業廃棄物は、処理処分方法別に、一種類（大分類）ごとに、車両に積載して搬入してください。原

則として混載禁止です。 

 

 (2) シート掛け等、積載産業廃棄物の飛散・流出防止の措置を講じてください。 

 (3) 搬入に用いる車両は、事業団ゲート係員が積載した産業廃棄物を確認できる型式のものに限りま

す。 

   例１） シート掛けの車両で搬入できます。 

   例２） パッカー車、ウィング車での搬入はできません。 

 (4) 事業団の産業廃棄物処理処分施設では、原則としてダンプアウト可能な車両で搬入して下さい。ク

レーン等を使用して産業廃棄物を投棄することはできません。 

 (5) 脱着式コンテナ車での産業廃棄物の搬入は、脱着部（フック部、コンテナ底部）が正しく焼着されて

いる事を確認してください。 

 (6) 産業廃棄物の投棄の際、産業廃棄物が飛散しないように対策を講じてください。 

 (7) 搬入者は、必要記載事項を記入したマニフェストと製鉄所隣接地通門証（JFE スチール発行）を携

帯してください。 

 (8) 搬入に用いる車両は、事業団に登録された車両を使用し、その車両には車両標示ステッカーを指

定された位置（右ドア）に取り付けてください。 

 (9) JFE スチールの敷地内では、JFE スチールの指示に従うとともに、通行要領を遵守してください。 

 (10) 事業団処理処分施設内は、係員の指示や指定された経路に従って適正に運行してください。 

 (11) 事業団処理処分施設内は、駐停車禁止です。 

 (12) 事業団処理処分施設内は、喫煙等火気の仕様は禁止です。 

 (13) 事業団処理処分施設内で交通事故・産業廃棄物の飛散・流出等が発生した場合は、事業団管理

事務所（TEL086-440-0666）に直ちに連絡し、その指示に従ってください。なお、事業団又は第三者

に与えた損害については、事業者において賠償をしていただきます。 

 

２）第２処分場 

第２処分場の利用に当たっては、浮桟橋による埋立を実施することから、上記の注意事項に加えて、

下記の事項についても遵守してください。 

 (1) 受入停止条件について 

    第２処分場では、埋立開始当初浮桟橋による薄層埋立を実施することから、下記の場合は受入を

１）共通事項 

  下記事項を遵守し、事業団の産業廃棄物処理処分事業の適正、安全かつ円滑な運営に御協力くだ

さい。 

 (1) 産業廃棄物は、処理処分方法別に、一種類（大分類）ごとに、車両に積載して搬入してください。 

 

 (2) 車両から降りて作業する場合は、ヘルメットを着用してください。 

 (3) シート掛け等、積載産業廃棄物の飛散・流出防止の措置を講じてください。 

 (4) 搬入に用いる車両は、事業団ゲート係員が積載した産業廃棄物を確認できる型式のものに限りま

す。 

   例１） シート掛けの車両で搬入できます。 

   例２） パッカー車、ウィング車での搬入はできません。 

 (5) 事業団の産業廃棄物処理処分施設では、原則としてダンプアウト可能な車両で搬入して下さい。

クレーン等を使用して産業廃棄物を投棄することはできません。 

 (6) 脱着式コンテナ車での産業廃棄物の搬入は、脱着部（フック部、コンテナ底部）が正しく焼着され

ている事を確認してください。 

 (7) 産業廃棄物の投棄の際、産業廃棄物が飛散しないように対策を講じてください。 

 (8) 搬入者は、必要記載事項を記入したマニフェストと製鉄所隣接地通門証（JFE スチール発行）を携

帯してください。 

 (9) 搬入に用いる車両は、事業団に登録された車両を使用し、その車両には車両標示ステッカーを指

定された位置（右ドア）に取り付けてください。 

 (10) JFE スチールの敷地内では、JFE スチールの指示に従うとともに、通行要領を遵守してください。 

 (11) 事業団処理処分施設内は、係員の指示や指定された経路に従って適正に運行してください。 

 (12) 事業団処理処分施設内は、駐停車禁止です。 

 (13) 事業団処理処分施設内は、喫煙等火気の仕様は禁止です。 

 (14) 事業団処理処分施設内で交通事故・産業廃棄物の飛散・流出等が発生した場合は、事業団管

理事務所（TEL086-440-0666）に直ちに連絡し、その指示に従ってください。なお、事業団又は第

三者に与えた損害については、事業者において賠償をしていただきます。 

 

２）第２処分場 

 

 

(1) 受入停止条件について 

    第２処分場では、下記の場合は受入を停止します。 



停止します。 

    ・風速 15ｍ/ｓ以上の強風が吹いた場合 

    ・その他運営上危険と判断した場合 

   ※第２処分場での受入が停止となった場合、誘導員の指示に従って運搬車両は安全な場所で待機

していただき、状況が改善された場合は受入再開とします。 

 (2) 搬入車両の制限について 

    第２処分場への搬入に用いる車両については、上記１）の(3)に示すとおり事業団ゲート係員が積載

した産業廃棄物を確認できる型式のものに限りますが、浮桟橋を利用して埋立することから、下記車

両についても搬入ができません。 

    ・総重量が 30ｔを超える車両 

    ・扉の開閉等、荷下ろしの際に浮桟橋上で人が降りて作業を必要とする車両 

   ※ただし、ライフジャケットを着用のうえ指定の場所で開閉作業を行い、扉を開閉しても積荷がこぼれ

落ちない状態で搬入する場合に限り、受入可能とします。なお、ライフジャケットは、各自で準備し

てください。 

 (3) 搬入廃棄物の制限について 

    海面に浮遊する廃棄物については、第２処分場では受入できません。 

    ・風速 15ｍ/ｓ以上の強風が吹いた場合 

    ・その他運営上危険と判断した場合 

   ※受入が停止となった場合、誘導員の指示に従って運搬車両は安全な場所で待機していただき、

状況が改善された場合は受入再開とします。 

 

 (2) 搬入車両の制限について 

    総重量が 30ｔを超える車両は搬入できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) ライフジャケットの着用について 

    扉の開閉、荷降し、荷台の清掃等で処分場に人が降りて作業をする場合は、ライフジャケットを着

用してください。なお、ライフジャケットは、各自で準備してください。 

 (4) 特別管理産業廃棄物（廃石綿等）の荷降しについて 

    特別管理産業廃棄物（廃石綿等）の荷降しはすべて手降しとなります。ダンプアップでの投棄は

禁止します。 

 (5) トラック洗車場の利用について 

    ・洗車はボディのみとし荷台内の洗浄は禁止します。 

    ・荷台内の清掃については、処分場内に指定する清掃場でお願いします。 

    ・長時間の洗車は、ご遠慮ください。また、洗車が終了したら速やかに退場してください。 

    ・洗車後、ホース（ノズル等）は、元の位置に戻してください。 

    ・ゴミ等は、各自お持ち帰りください。 

    ・節水に御協力ください。 

    ・この水は、工業用水を使用していますので、飲用しないでください。 

 

３） 水島クリーンセンター 

 (1) 安全帯・墜落防止器具について 

    廃プラスチック類・紙くず・木くず・繊維くず・ゴムくずを、荷台に上がってピットに投入する場合は、

危険を伴いますので、墜落・転落防止の為、安全帯を着用し、墜落防止器具を装着してください。 

 



受入説明会での質問事項に対する回答は下記のとおりです。 

 

 

Q１ 特別管理産業廃棄物である廃石綿等の処分に当たっては、今回の改定で専

用の中袋を使用するよう説明があった。この改定は、石綿含有産業廃棄物

にも適用されるのか。 

 

A  適用されません。石綿含有産業廃棄物の受入基準は、利用の手引き P30

に記載されております。詳しくは、手引きをご覧ください。 

 

 

Q２ 特別管理産業廃棄物である廃石綿等の処分用として既に大袋を購入して

いるが、大袋は使用できないのか。大袋に 50㎝以下に詰めれば、使用して

もよいのか。 

 

A  既に大袋を購入済みの方は、大袋を使用していだだいて結構ですが、その

場合、廃棄物を詰め込んだ状態で、袋の大きさが 50㎝角以内で搬入してく

ださい。 

 

以 上 

 


